
高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 9

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向
けて、地域社会に参画しようとするとともに、
自分や家庭、地域の生活の充実の向上を図ろう
とする実践的な態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生
活・環境などについて、生活を主体的に営むために
必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る
技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題
を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、
実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基
づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して
課題を解決する力を養う。

家庭基礎 持続可能な未来をつくる　（第一学習社）　

家庭科

家庭や地域及び社会における生活の中から課題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し，実践を評価・
改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解決する力を
養う。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、
地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

家庭科 家庭基礎
家庭科 家庭基礎 2

人間の将来にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりに
ついて理解を深め、家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に営むために必要な理解
を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

配当
時数

１
学
期

A単元「青年期の自立と家族・家庭」
【知識及び技能】
　生涯発達の視点で青年期の課題を理解
するとともに，家族・家庭の機能と家族
関係，家族・家庭生活を取り巻く社会環
境の変化や課題，家族・家庭と社会との
関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
家庭や地域のよりよい生活を創造するた
めに，自己の意思決定に基づき，責任を
もって行動することや，男女が協力し
て，家族の一員としての役割を果たし家
庭を築くことの重要性について問題を見
いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したこと
を根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
 様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，青年期の自立と家族・家
庭について，課題の解決に主体的に取り
組んだり，振り返って改善したりして，
地域社会に参画しようとするとともに，
自分や家庭，地域の生活の充実向上を図
るために実践しようとする。

・PDCAサイクルにのっとり生活設
計について考える。
・生活にはどのような場面で金銭
が必要となるか考える。
・青年期の生き方について自立の
観点から学習する。
・自己分析をすることで自分らし
い生き方について考える。
・生活を支える労働について学
ぶ。
・将来の職業選択について考え
る。
・グラフを見ながら，生活時間に
ついて考え，男女の違いについて
比較する。
・これからの家庭生活や社会のあ
り方について，どのような改善が
必要か考え，話し合う。
・さまざまな家族形態について学
ぶ。
・世帯構成の変化について学習
し，現代の家族の課題と支援につ
いて，事例をもとに考える。
・世帯構成の変化について学習
し，現代の家族の課題と支援につ
いて，事例をもとに考える。
・家族に関する法律を知り，その
理念や現在の動きについて学ぶ。

【知識・技能】
　生涯発達の視点で青年期の課題を理解して
いるとともに，家族・家庭の機能と家族関
係，家族・家庭生活を取り巻く社会環境の変
化や課題，家族・家庭と社会との関わりにつ
いて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
家庭や地域のよりよい生活を創造するため
に，自己の意思決定に基づき，責任をもって
行動することや，男女が協力して，家族の一
員としての役割を果たし家庭を築くことの重
要性について問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現
するなどして課題を解決する力を身に付けて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，青年期の自立と家族・家庭につい
て，課題の解決に主体的に取り組んだり，振
り返って改善したりして，地域社会に参画し
ようとするとともに，自分や家庭，地域の生
活の充実向上を図るために実践しようとして
いる。

○ ○ ○ 10

B 単元「衣生活と健康」
【知識及び技能】
・ライフステージや目的に応じた被服の
機能と着装について理解するとともに，
健康で快適な衣生活に必要な情報の収
集・整理ができるようになる。
・被服材料，被服構成及び被服衛生につ
いて理解するとともに，被服の計画・管
理に必要な技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
被服の機能性や快適性について問題を見
いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したこと
を根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構
築に向けて，衣生活と健康について，課
題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，地域社会に参画
しようとするとともに，自分や家庭，地
域の生活の充実向上を図るために実践し
ようとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

4

C 単元「ホームプロジェクト」
【知識及び技能】
　ホームプロジェクト及び学校家庭クラ
ブ活動の意義と実施方法について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自己の家庭生活や地域の生活と関連付け
て生活上の問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，実践を評価・改善
し，考察したことを根拠に基づいて論理
的に表現するなどして課題を解決する力
を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構
築に向けて，ホームプロジェクトと学校
家庭クラブ活動について，課題の解決に
主体的に取り組んだり，振り返って改善
したりして，地域社会に参画しようとす
るとともに，自分や家庭，地域の生活の
充実向上を図るために実践しようとす
る。

・ホームプロジェクトに関心を持
ち、主体的に学習活動に取り組
む。
・生活上の課題を見いだし、その
解決を目指して科学的に探究す
る。
・生活上の課題に対する成果と課
題をまとめて発表し、活動全体を
振り返る。

【知識・技能】
　ホームプロジェクト及び学校家庭クラブ活
動の意義と実施方法について理解している。
【思考・判断・表現】
自己の家庭生活や地域の生活と関連付けて生
活上の問題を見いだして課題を設定し，解決
策を構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，ホームプロジェクトと学校家庭クラ
ブ活動について，課題の解決に主体的に取り
組んだり，振り返って改善したりして，地域
社会に参画しようとするとともに，自分や家
庭，地域の生活の充実向上を図るために実践
しようとしている。

○ ○

・人と衣服のかかわりや，衣服の
機能について学習する。
・快適で安全な衣服について学習
する。
・繊維の種類と特徴，糸や布につ
いて学習する。
・衣類素材の性能や加工・改善に
ついて学習する。
・衣服の入手から処分までの流れ
を学習する。
・衣服の表示を見ながら，衣服購
入のポイントについて考える。
・洗濯の種類と方法，洗剤のはた
らきについて学ぶ。
・家庭での洗濯方法・保管の方法
などについて学ぶ。
・衣生活と資源・環境とのかかわ
り，また，環境に配慮した衣生活
について学習する。
・ファストファッションについ
て，事例を挙げながら話し合い，
商品選択の際に心がけることを考
える。

【知識・技能】
　・ライフステージや目的に応じた被服の機
能と着装について理解しているとともに，健
康で快適な衣生活に必要な情報の収集・整理
ができる。
・被服材料，被服構成及び被服衛生について
理解しているとともに，被服の計画・管理に
必要な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
被服の機能性や快適性について問題を見いだ
して課題を設定し，解決策を構想し，実践を
評価・改善し，考察したことを根拠に基づい
て論理的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，衣生活と健康について，課題の解決
に主体的に取り組んだり，振り返って改善し
たりして，地域社会に参画しようとするとと
もに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を
図るために実践しようとしている。



１
学
期

4

C 単元「ホームプロジェクト」
【知識及び技能】
　ホームプロジェクト及び学校家庭クラ
ブ活動の意義と実施方法について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自己の家庭生活や地域の生活と関連付け
て生活上の問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，実践を評価・改善
し，考察したことを根拠に基づいて論理
的に表現するなどして課題を解決する力
を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構
築に向けて，ホームプロジェクトと学校
家庭クラブ活動について，課題の解決に
主体的に取り組んだり，振り返って改善
したりして，地域社会に参画しようとす
るとともに，自分や家庭，地域の生活の
充実向上を図るために実践しようとす
る。

・ホームプロジェクトに関心を持
ち、主体的に学習活動に取り組
む。
・生活上の課題を見いだし、その
解決を目指して科学的に探究す
る。
・生活上の課題に対する成果と課
題をまとめて発表し、活動全体を
振り返る。

【知識・技能】
　ホームプロジェクト及び学校家庭クラブ活
動の意義と実施方法について理解している。
【思考・判断・表現】
自己の家庭生活や地域の生活と関連付けて生
活上の問題を見いだして課題を設定し，解決
策を構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，ホームプロジェクトと学校家庭クラ
ブ活動について，課題の解決に主体的に取り
組んだり，振り返って改善したりして，地域
社会に参画しようとするとともに，自分や家
庭，地域の生活の充実向上を図るために実践
しようとしている。

1
定期考査

○ ○



○ 12

定期考査
○

E単元「共生社会と福祉」
【知識及び技能】
　生涯を通して家族・家庭の生活を支え
る福祉や社会的支援について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
家庭や地域及び社会の一員としての自覚
をもって共に支え合って生活することの
重要性について問題を見いだして課題を
設定し，解決策を構想し，実践を評価・
改善し，考察したことを根拠に基づいて
論理的に表現するなどして課題を解決す
る力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
家庭や地域及び社会の一員としての自覚
をもって共に支え合って生活することの
重要性について問題を見いだして課題を
設定し，解決策を構想し，実践を評価・
改善し，考察したことを根拠に基づいて
論理的に表現するなどして課題を解決す
る力を身に付ける。

・介護保険制度について学習す
る。
・これからの介護と課題につい
て，事例を用いて考える。
・福祉，ソーシャル・インクルー
ジョンの考え方を学ぶ。
・自助，互助，共助，公助の状況
に応じたバランスを考える。
・社会保障制度とその目的につい
て学ぶ。
・地域福祉の担い手を考え，助け
合うことについて学ぶ。
・ボランティア活動の必要性や意
欲について，話し合いを通じて考
える。

【知識・技能】
　生涯を通して家族・家庭の生活を支える福
祉や社会的支援について理解している。
【思考・判断・表現】
家庭や地域及び社会の一員としての自覚を
もって共に支え合って生活することの重要性
について問題を見いだして課題を設定し，解
決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するな
どして課題を解決する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，共生社会と福祉について，課題の解
決に主体的に取り組んだり，振り返って改善
したりして，地域社会に参画しようとすると
ともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上
を図るために実践しようとしている。

○ ○ ○ 4

F単元「子どもの生活と保育」
【知識及び技能】
　乳幼児期の心身の発達と生活，親の役
割と保育，子供を取り巻く社会環境，子
育て支援について理解するとともに，乳
幼児と適切に関わるための基礎的な技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
子供の健やかな発達のために親や家族及
び地域や社会の果たす役割の重要性につ
いて問題を見いだして課題を設定し，解
決策を構想し，実践を評価・改善し，考
察したことを根拠に基づいて論理的に表
現するなどして課題を解決する力を身に
付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構
築に向けて，子供の生活と保育につい
て，課題の解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりして，地域社
会に参画しようとするとともに，自分や
家庭，地域の生活の充実向上を図るため
に実践しようする。

・青年期の健康が将来の生まれて
くる子どもにつながっていること
を知り，育てる力について学ぶ。
・子どもの身体の成長について，
大まかな流れと特徴を学ぶ。
・発達の順序や，子どもの世界観
について学ぶ。
・人の発達において，保育や人と
のかかわりがいかに重要であるか
を，事例をもとに考える。
・子どものよい生活習慣はすこや
かな成長を促すことや，子どもの
健康管理や安全対策の重要性につ
いて学ぶ。
・おもちゃや絵本などの児童文化
財が子どもの発達や生活にどのよ
うな影響を及ぼすのかを考える。
・子どもを生み育てる意義と人間
形成の過程について考える。
・これからの親子関係について，
事例をもとに考える。
・子育てにおける社会環境につい
て考える。
・仕事と子育てが両立できる環境
について考える。

【知識・技能】
　乳幼児期の心身の発達と生活，親の役割と
保育，子供を取り巻く社会環境，子育て支援
について理解しているとともに，乳幼児と適
切に関わるための基礎的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
子供の健やかな発達のために親や家族及び地
域や社会の果たす役割の重要性について問題
を見いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを根
拠に基づいて論理的に表現するなどして課題
を解決する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，子供の生活と保育について，課題の
解決に主体的に取り組んだり，振り返って改
善したりして，地域社会に参画しようとする
とともに，自分や家庭，地域の生活の充実向
上を図るために実践しようとしている。

○ ○ ○ 11

○ 1

２
学
期

D単元「食生活と健康」
【知識及び技能】
・ライフステージに応じた栄養の特徴や
食品の栄養的特質，健康や環境に配慮し
た食生活
について理解するとともに，自己や家族
の食生活の計画・管理に必要な技能を身
に付ける。
・おいしさの構成要素や食品の調理上の
性質，食品衛生について理解するととも
に，目的に応じた調理に必要な技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
食の安全や食品の調理上の性質，食文化
の継承を考慮した献立作成や調理計画，
健康や環境に配慮した食生活について問
題を見いだして課題を設定し，解決策を
構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現する
などして課題を解決する力を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構
築に向けて，食生活と健康について，課
題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，地域社会に参画
しようとするとともに，自分や家庭，地
域の生活の充実向上を図るために実践し
ようとする。

・食べることと健康のかかわり，
現代の食生活の変化と問題点につ
いて学習する。
・5大栄養素と水について学習し，
からだとのつながりについて考え
る。
・炭水化物の働きと，炭水化物を
多く含む食品について学ぶ。
・脂質の働きと，脂質を多く含む
食品について学ぶ。
・たんぱく質の働きと，たんぱく
質を多く含む食品について学ぶ。
・ビタミンの働きと，ビタミンを
多く含む食品について学ぶ。
・ミネラルの働きと，ミネラルを
多く含む食品について学ぶ。
・味に大きな影響を及ぼす調味料
や香辛料，さまざまな加工食品に
ついて学ぶ。
・食品の旬や選択する際のポイン
ト，食品の品質表示について学
ぶ。
・食中毒の種類を学び，衛生的な
管理に結びつける。また，食品添
加物の使用の目的や安全性につい
ても学ぶ。
・調理の一連の流れを実践し，そ
の理論やコツを学習する。

【知識・技能】
　・ライフステージに応じた栄養の特徴や食
品の栄養的特質，健康や環境に配慮した食生
活について理解しているとともに，自己や家
族の食生活の計画・管理に必要な技能を身に
付けている。
・おいしさの構成要素や食品の調理上の性
質，食品衛生について理解しているととも
に，目的に応じた調理に必要な技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
食の安全や食品の調理上の性質，食文化の継
承を考慮した献立作成や調理計画，健康や環
境に配慮した食生活について問題を見いだし
て課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて
論理的に表現するなどして課題を解決する力
を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，食生活と健康について，課題の解決
に主体的に取り組んだり，振り返って改善し
たりして，地域社会に参画しようとするとと
もに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を
図るために実践しようとしている。

○ ○
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○

I 単元「消費行動と意思決定」
【知識及び技能】
　消費者の権利と責任を自覚して行動で
きるよう消費生活の現状と課題，消費行
動における意思決定や契約の重要性，消
費者保護の仕組みについて理解するとと
もに，生活情報を適切に収集・整理でき
るようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
自立した消費者として，生活情報を活用
し，適切な意思決定に基づいて行動する
ことや責任ある消費について問題を見い
だして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを根
拠に基づいて論理的に表現するなどして
課題を解決する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構
築に向けて，消費行動と意思決定につい
て，課題の解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりして，地域社
会に参画しようとするとともに，自分や
家庭，地域の生活の充実向上を図るため
に実践しようとする。

・さまざまな契約や主体的な消費
行動について学習する。
・多様な販売方法や，問題商法の
種類と対処法について学習する。
・消費者と事業者の間の力の差を
埋めるための制度や法律について
学習する。
・多様化している支払い方法や多
重債務の予防と対処について学習
する。
・近年の消費者問題を学び，問題
解決のための消費者運動や消費関
連の法律を学習する。

【知識・技能】
　消費者の権利と責任を自覚して行動できる
よう消費生活の現状と課題，消費行動におけ
る意思決定や契約の重要性，消費者保護の仕
組みについて理解しているとともに，生活情
報を適切に収集・整理できる。
【思考・判断・表現】
自立した消費者として，生活情報を活用し，
適切な意思決定に基づいて行動することや責
任ある消費について問題を見いだして課題を
設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善
し，考察したことを根拠に基づいて論理的に
表現するなどして課題を解決する力を身に付
けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，消費行動と意思決定について，課題
の解決に主体的に取り組んだり，振り返って
改善したりして，地域社会に参画しようとす
るとともに，自分や家庭，地域の生活の充実
向上を図るために実践しようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○

H 単元「生活における経済の計画」
【知識及び技能】
　家計の構造や生活における経済と社会
との関わり，家計管理について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯を見通した生活における経済の管理
や計画の重要性について問題を見いだし
て課題を設定し，解決策を構想し，実践
を評価・改善し，考察したことを根拠に
基づいて論理的に表現するなどして課題
を解決する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構
築に向けて，生活における経済の計画に
ついて，課題の解決に主体的に取り組ん
だり，振り返って改善したりして，地域
社会に参画しようとするとともに，自分
や家庭，地域の生活の充実向上を図るた
めに実践しようとする。

・家計の構成（収入・支出）を学
習する。
・現代の家計の特徴について学習
する。・ライフイベントや生活の
リスクなどに備えた，生涯を見通
した経済計画と管理について学習
する。
・家計と国民経済・国際経済のつ
ながりについて学習する。

○ 5

【知識・技能】
　家計の構造や生活における経済と社会との
関わり，家計管理について理解している。
【思考・判断・表現】
生涯を見通した生活における経済の管理や計
画の重要性について問題を見いだして課題を
設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善
し，考察したことを根拠に基づいて論理的に
表現するなどして課題を解決する力を身に付
けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，生活における経済の計画について，
課題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，地域社会に参画しよ
うとするとともに，自分や家庭，地域の生活
の充実向上を図るために実践しようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

1

G 単元「住生活と住環境」
【知識及び技能】
　ライフステージに応じた住生活の特
徴，防災などの安全や環境に配慮した住
居の機能について理解するとともに，適
切な住居の計画・管理に必要な技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
住居の機能性や快適性，住居と地域社会
との関わりについて問題を見いだして課
題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構
築に向けて，住生活と住環境について，
課題の解決に主体的に取り組んだり，振
り返って改善したりして，地域社会に参
画しようとするとともに，自分や家庭，
地域の生活の充実向上を図るために実践
しようとする。

・住まいの機能や文化，生活様式
について学習する。
・基本的な平面図の読み取り方を
学習する。
・生活行為に対応した様々な住空
間について学習する。
・住まいにおけるバリアフリーや
ユニバーサルデザインについて学
習する。
・ライフステージやライフスタイ
ルに応じた住生活について学習す
る。
・快適な室内環境について，日
照・採光，通風・換気，騒音・
しゃ音，冷暖房などの要素を学習
する。
・災害や家庭内事故とその対策に
ついて学習する。
・長く住み継いでいくための方法
について理解する。
・環境に配慮した住まいや住環境
にするための方法を理解する。

【知識・技能】
　ライフステージに応じた住生活の特徴，防
災などの安全や環境に配慮した住居の機能に
ついて理解しているとともに，適切な住居の
計画・管理に必要な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
住居の機能性や快適性，住居と地域社会との
関わりについて問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現
するなどして課題を解決する力を身に付けて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，住生活と住環境について，課題の解
決に主体的に取り組んだり，振り返って改善
したりして，地域社会に参画しようとすると
ともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上
を図るために実践しようとしている。

○ ○


